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一
九
八
四
年
に
出
版
さ
れ
た
こ
の
著
作
は
、
イ
ン
ゲ
ボ
ル
グ
・
マ

ウ
ス
に
よ
っ
て
も
高
く
評
価
さ
れ
、
カ
ン
ト
法
哲
学
、
政
治
哲
学
上

極
め
て
重
要
な
研
究
書
で
あ
り
、
長
ら
く
翻
訳
が
期
待
さ
れ
た
待
望

の
一
冊
で
あ
る
。

　

本
書
の
最
大
の
特
徴
は
カ
ン
ト
の
テ
キ
ス
ト
を
極
め
て
忠
実
に
読

解
し
つ
つ
、
カ
ン
ト
の
法
哲
学
、
政
治
哲
学
を
超
越
論
哲
学
の
中
に

正
確
に
位
置
付
け
て
い
る
こ
と
で
あ
る
。
本
書
で
は
、『
基
礎
づ
け
』、

『
実
践
理
性
批
判
』
で
展
開
さ
れ
た
「
純
粋
実
践
理
性
の
事
実
」
と

し
て
の
実
践
的
自
由
を
軸
に
『
人
倫
の
形
而
上
学
』
の
「
法
論
」
の

解
釈
が
展
開
さ
れ
、
道
徳
と
法
の
区
別
や
「
私
法
」
と
「
公
法
」
の

関
係
な
ど
も
精
密
に
分
析
し
、
体
系
的
に
整
理
さ
れ
て
カ
ン
ト
の
法

哲
学
の
全
体
像
を
余
す
こ
と
な
く
描
き
き
っ
て
い
る
。 

　

本
書
の
原
題
はW

ohlgeordnete Freiheit. 

直
訳
す
る
な
ら
ば
、

「
よ
く
秩
序
づ
け
ら
れ
た
自
由
」
と
で
も
言
え
る
。「
よ
く
秩
序
づ
け

ら
れ
た
自
由
」
と
は
何
を
意
味
す
る
の
か
。
カ
ン
ト
に
と
っ
て
「
自

由
」
と
は
「
意
志
の
自
律
」
に
見
ら
れ
る
よ
う
に
、
自
ら
の
立
法
に

従
う
こ
と
で
あ
り
、
法
則
な
き
自
由
は
「
無
法
則
的
な
自
由
」
と
言

わ
れ
、
結
局
は
他
律
的
に
働
く
も
の
と
さ
れ
る
。「
よ
く
秩
序
づ
け

ら
れ
た
自
由
＝
自
由
の
秩
序
」
と
題
さ
れ
た
本
書
で
は
、
一
貫
し
て
、

批
判
哲
学
上
の
自
律
と
し
て
の
自
由
と
い
う
観
点
か
ら
、
カ
ン
ト
の

法
哲
学
、
政
治
哲
学
で
展
開
さ
れ
た
自
由
と
法
の
関
係
、
い
わ
ば

「
自
由
の
秩
序
」
の
あ
り
方
を
描
き
出
し
て
い
る
。

　

し
た
が
っ
て
、
本
書
で
は
国
家
の
形
式
や
、
自
然
状
態
か
ら
市
民

状
態
へ
の
移
行
、
三
権
分
立
に
つ
い
て
の
カ
ン
ト
の
思
考
と
、
ホ
ッ

【
書
評
】

ヴ
ォ
ル
フ
ガ
ン
グ
・
ケ
ア
ス
テ
ィ
ン
グ
（W

olfgang Kersting

）
著
『
自
由
の
秩
序
―
カ
ン
ト
の
法
お
よ
び
国
家
の
哲
学
―
』
舟
場
保
之
・
寺
田
俊
朗
監
訳
、

御
子
柴
善
之
・
小
野
原
雅
夫
・
石
田
京
子
・
桐
原
隆
弘
訳
、
ミ
ネ
ル
ヴ
ァ
書
房
、
二
〇
一
三
年

『
自
由
の
秩
序

―
カ
ン
ト
の
法
お
よ
び
国
家
の
哲
学
―
』
を
読
む

大　
　

森　
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三
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ブ
ズ
や
ロ
ッ
ク
、
モ
ン
テ
ス
キ
ュ
ー
ら
の
思
考
は
異
質
な
も
の
と
し

て
対
比
さ
れ
る
。
と
い
う
の
も
、
カ
ン
ト
の
法
哲
学
、
政
治
哲
学
は

実
際
の
既
存
の
国
家
を
モ
デ
ル
と
し
て
、
契
約
論
的
に
解
釈
さ
れ
て

考
え
だ
さ
れ
た
わ
け
で
も
な
く
、
一
切
の
経
験
的—

プ
ラ
グ
マ

テ
ィ
ッ
ク
な
動
機
を
導
入
す
る
こ
と
な
く
、
た
だ
純
粋
実
践
理
性
の

法
的
理
性
か
ら
導
出
さ
れ
た
も
の
で
あ
る
と
い
う
こ
と
が
示
さ
れ
る

か
ら
だ
。

　

最
後
に
、
本
書
は
優
れ
た
専
門
書
で
あ
る
だ
け
で
は
な
く
、
現
代

的
な
ア
ク
チ
ュ
ア
リ
テ
ィ
を
有
し
て
い
る
こ
と
を
指
摘
し
て
お
き
た

い
。
大
部
な
著
作
で
あ
り
、
全
体
に
わ
た
っ
て
重
要
な
論
点
が
述
べ

ら
れ
て
い
る
が
、
特
に
二
〇
〇
七
年
の
第
三
版
か
ら
収
録
さ
れ
た

「
緒
論
」
を
読
む
こ
と
を
お
勧
め
し
た
い
。
政
治
哲
学
が
特
に
求
め

ら
れ
て
い
る
今
日
の
時
代
状
況
に
あ
っ
て
、
リ
ベ
ラ
リ
ズ
ム
と
は
ど

の
よ
う
な
も
の
で
あ
り
、
リ
ベ
ラ
リ
ズ
ム
が
い
か
に
カ
ン
ト
の
法
哲

学
を
基
礎
に
し
て
い
る
か
を
知
る
こ
と
が
で
き
る
。
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